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美容業界発展のために！
福岡県美容生活衛生同業組合 理事⾧ 安森 民樹

このたび、福岡県美容生活衛生同業組合の理事長に選任されました安森民樹でご

ざいます。福岡県下37支部で構成される歴史と伝統ある美容組合の理事長への就任

は、身に余る光栄であります。

また大きな功績を残された歴代理事長に心から敬意を表し、感謝の意を申し上げ

たいと存じます。この偉大な先達の後を追い、美容業界の発展に努力してまいりま

す。

私たち福岡県美容生活衛生同業組合は、公衆衛生の確保と美容室の経営者を

守るとともに、様々な規制緩和を阻止し、お客様の安全・安心を守ることに全力で傾注しています。 お客様と資格を

持った美容師のためにある組織であることをご理解いただき、今後も必要とされ希望の持てる組織に発展するよう邁進

してまいります。

また、次代の業界を担う人材の育成と働きやすい環境を作り出すことで、組合として業界の発展に貢献したいと考え

ております。 そのため、組合員の増強や福岡県美容生活衛生同業組合の更なる地位向上を図るとともに、組合員の皆

様のお役に立つ組織づくりを目指してまいります。

今後はこの美容業界発展のために、皆様と一体となって立ち向かっていきます。 福岡県美容生活衛生同業組合とし

ての社会的責任を果たし、堅実な組合事業を進めるため、最善の努力をいたす所存でございますので、引き続き一層の

ご指導ご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

いい街には、いい喫茶店がある
福岡県喫茶飲食生活衛生同業組合 理事⾧ 平田 隆文

半世紀の歴史を積み重ねる当組合は、先輩方のコーヒー愛から生まれた組合です。

この組合を半世紀近く、理事長としてリードしていただいたのがブラジレイロの中村

好忠氏です。

2005 年の西方沖地震があった年には、大変な状況にもかかわらず、全国喫茶飲食

生活衛生同業組合の全国大会も開催致しました。2016年からは、中村理事長の掛け

声で、「ふくおかコーヒーフェスティバル」も開催してまいりました。

数々の積極的なリーダーシップで福岡県内のコーヒー店をおまとめいただきましたが、中村理事長も高齢になられ

令和５年度をもって勇退したいとの申し入れがありました。

先輩方に築いていただいた組合を何としても存続しなければなりません。副理事長と何度も話し合いを繰り返し、

先輩方を差し置いて大変恐縮なのですが、私、平田隆文 (元カフェ・ド・カッファ店主)が令和６年度より理事長職を

引き継がせていただくことになりました。

「街に喫茶店がある事は、街の豊かさである」と思います。先輩方に築いていただいた組合を新しい時代に対応出来

る様に務めてまいりますので、これまで同様に組合運営にご支援賜ります様にお願い申し上げます。



令和６年９月４日、新井理事⾧、竹野専務理事、杉元
理事、鎌田理事、飯田事務局⾧で、服部知事、田中保健
医療介護部⾧を訪問し、生衛組合の運営に対するかねて
からの深いご理解とご支援に感謝申し上げるとともに、
来年１月に開催する「当指導センター創立40周年記念大
会」へのご臨席等について要望しました。

また、福岡県が推進している減塩プロジェクト「スマ
ソる」についての飲食店における活動内容や、来年度開
催される「全国社交飲食業代表者福岡大会」開催への支
援についてお話しをさせていただきました。

知事からは、減塩プロジェクトの協力に対しての感謝
の意と、福岡県の物産を全国にＰＲするイベント企画と
なるよう期待しますとお言葉をいただきました。

服部知事に要望書をお渡ししました

田中保健医療介護部長に要望書をお渡ししました

左から、杉元理事、服部知事、新井理事長、竹野専務理事服部知事と生衛組合の活動について意見交換を行いました

会議では、近年増加してきているクレジットカー

ドなどのいわゆる「キャッシュレス決済」について、

それぞれの組合における現状や対応方策について協

議しました。

業種によって差はあるものの、おおむねどの組合

でもキャッシュレス決済の割合は増えており、特に

手数料負担が今後ますます増加していけば、経営に

大きな影響を及ぼすことが危惧されます。

中でも小規模事業者が多い生活衛生営業において

は、手数料率が高止まりしている現状にあるのでは

ないか、国を挙げてキャッシュレスの推進をしてい

る中で、国の力で問題が解決できないのか、という

点で異論はなく、この問題について、国に働きかけ

ていくよう、各組合から全国組織に対して問題提起

をしていくこととなりました。

令和６年９月２６日 生活衛生同業組合理事長会議



１１月は生活衛生同業組合活動推進月間です

本年度の推進月間に係る行動計画は、各組合の理事長
ご出席のもと、令和6年10月28日（月）、博多サンヒルズホ
テルで開催される推進会議において決定される予定です。
推進会議の開催にあたり、去る9月4日（水）事務局会議を
開催し、本年度の推進月間事業にどのように取り組んで
いくのか、その方針について協議を行いました。

会議では、生衛法の制定後６５余年が経過する中で、組
合員の意識の希薄化、組合員の減少に伴う組織基盤の
脆弱化が進んでいる状況を踏まえ、推進月間事業を通じ
て、「生衛組合の活動意義及び地域で果たしている役割
の再確認」や「組合への新規加入を促進した組合活動の
基盤強化」等を図る必要があるとの認識を共有しました。

②若手・後継者人材育成事業
生衛組合の設立趣旨に対する意識の希薄化等が懸念
される現状を考えると、生衛法の趣旨や組合活動の意義
と役割等について、改めて、理解を深めるための組合員
向け研修会の開催が求められています。対象としては、
若手や後継者候補に限らず、役員等を対象とした会議に
合わせ小規模な勉強会として開催するような形式でも構
いません。まずは開催していただくことご検討いただけれ
ばと考えております。

美容組合の取組

以前から組織的な対応を行っており、組合員数は
年々増加傾向にあります。新規開業者情報について
も、毎年、行政から独自に入手しており、このデータに
基づき組合加入促進活動を実施しています。
また、組合立の美容学校卒業生や組合員の店舗に
対するフォローアップも丁寧に行っており、令和5年度
に181名の新規組合員が加入した要因も、このような
地道な活動の成果と考えられます。

料飲業連合会の取組

ここ数年、組織体制や指揮系統の明確化、役員の
意識改革に取り組んできました。
組合加入促進活動についても、支部ごとに、具体的
な加入勧奨の数値目標を設定し、役員の間で情報や
意識を共有できる体制としました。そして、その進捗
管理を行う中で、支部の役員同士が、現在の状況等
について、お互いに情報の交換や共有を行うことで効
果的な活動につながったと考えられます。
また、令和5年度からは、県下全域で加入促進キャ
ンペーンを実施し、成果を上げた組合に報奨金を支
給することとしました。令和5年度は、このキャンペー
ン期間中に44名の新規組合員を獲得しました。これらの目標を達成するためには、特に、「①組合員の

倍増運動」や「②若手・後継者人材育成事業」が重要であ
ることから、今回、この2つの事業の取組状況等について、
ご紹介します。

①組合員の倍増運動
当センターでは、毎年、行政から入手した新規開業店舗
情報を基に名簿を作成し、対象店舗にダイレクトメールを
送付しています。この名簿は各組合と共有しており、各組
合では、ダイレクトメール後に、電話や訪問による直接的
な加入勧奨(フォローアップ)を、各組合の実態に応じ、可
能な範囲で行っていただいております。

ここで、特に、新規加入促進に積極的に取り組んでいる
美容組合と料飲業連合会の取組についてご紹介します。

9月4日に開催した事務局長会議

開催日 会   場 講  師 時  間

10月 7日（月） 日本政策金融公庫北九州支店　会議室 中塚定彦 税理士 13:00～14:00

10月21日（月） ホテルニュープラザ久留米 長谷広信 税理士 13:00～14:00

11月11日（月） 八幡西生涯学習総合センター 中塚定彦 税理士 13:00～14:00

- -
開催日 会   場 時  間

10月16日（水） 飯塚研究開発センター 12:00～13:00

11月 7日（水） 久留米地域職業訓練センター 12:00～13:00

11月28日（木） 宗像ユリックス 12:00～13:00



 02 現状分析・課題 自己診断から見えてきた課題

 04 活動の成果 従業員との話し合いで気付いたこと

相談者・神林章二さんの話 専門家からのアドバイス

 01 相談のきっかけ コロナ禍と物価高の不安  03 改善計画と実行 専門家といっしょに計画を作る

＜企業のプロフィール＞

ファミリークリーニング

●店 ⾧ 神林章二氏
●所在地 北九州市小倉南区
●業 種 クリーニング業
●従業員 ７人

中小企業診断士 原田智弘氏

改善計画の要旨

項　目 具体的な取組み

①半年後の値上げに向けた地ならし　②会員向けのキャン
ペーンにおいて持ち込み点数に応じた割引　③店頭でのし
み抜き剤・洗剤の販売。

④パート従業員によるマニュアル作成　⑤タブレット端末
の導入　⑥従業員との個別ミーティングの実施。

２　従業員教育

１　単価アップ


